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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 　総務課　人事行政係

　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第３条の規定による教育委員会の委員のう

②委員となりうる者の資格要件

・教育委員会は、教育長及び４人の委員をもって組織する。

①組織

同法第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものです。

４．概要

ち、菅野太佳子委員の任期が本年９月２８日に満了となり、新たに委員を任命するため

任期：令和７年９月２９日～令和１１年９月２８日（４年間）

・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者及び拘禁刑以上の刑に処せられた者

・委員は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、学術

　及び文化に関し識見を有する者

③委員となることができない者

④委員の構成

・委員の年齢、性別、職業等に著しい偏りが生じないよう配慮すること。

・委員のうち保護者（親権を行う者及び未成年後見人）である者が含まれること。

１．議案名

議案第１００号　かつらぎ町教育委員会委員の任命について

２．背景・経過

３．趣旨・目的

なるため、新たに任命するものです。

　令和３年９月２９日に任命された菅野太佳子委員が、令和７年９月２８日任期満了と
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 総務課　人事行政係

　施行期日：令和７年１２月１日

　下記の事務に、住登外者宛名管理機能に関する事務を追加する改正を行います。

　②個人番号の独自利用を行う事務の処理のための庁内連携

　①個人番号の独自利用を行う事務

　③番号利用法に定められた個人番号利用事務の処理のための庁内連携

１．議案名

議案第１０４号　かつらぎ町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
　　　　　　　　等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

　　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づき、地方公共団体は標準準拠

システムへ移行することとなっています。

　また、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の規

定により、個人番号の独自利用を行う事務等を行うためには条例の定めが必要とされて

います。

しますが、これは個人情報の独自利用を行う事務等に該当します。

　標準準拠システムへ移行するにあたり、「住登外者宛名番号管理機能」を実装・運用

３．趣旨・目的

　地方公共団体情報システムの標準化に伴い、住登外者宛名番号管理機能を実装するた

４．概要

め、所要の改正を行おうとするものです。
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情
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又
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台
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年

法
律
第

8
1
号

)第
7
条
第

4
号
に

規
定

す
る

事
項

に
関

す
る

情

報
(以

下
「
住
民
票
関
係
情
報
」

と
い
う
。

)又
は
住
登
外
者
宛

機
関

 
事
務

 
特
定
個
人
情
報

 

1
 町
長

 
児
童
手
当
法

(昭
和

4
6
年
法

律
第

7
3
号

)に
よ
る
児
童
手

当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の

 

住
民
基
本
台
帳
法

(昭
和

4
2
年

法
律
第

8
1
号

)第
7
条
第

4
号
に

規
定

す
る

事
項

に
関

す
る

情

報
(以

下
「
住
民
票
関
係
情
報
」

と
い
う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で

13



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
4 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

名
番

号
管

理
機

能
に

よ
り

住

登
外

者
の

情
報

の
管

理
に

関

す
る
情
報

(以
下
「
住
登
外
者

宛
名
情
報
」
と
い
う
。

)で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

地
方
税
法

(昭
和

2
5
年
法
律
第

2
2

6
号

)そ
の
他
の
地
方
税
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
条

例

の
規

定
に

よ
り

算
定

し
た

税

額
又

は
そ

の
算

定
の

基
礎

と

な
る
事
項
に
関
す
る
情
報

(以

下
「
地
方
税
関
係
情
報
」
と
い

う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

児
童
扶
養
手
当
法

(昭
和

3
6
年

法
律
第

2
3

8
号

)に
規
定
す
る

事
項

に
関

す
る

情
報

(以
下

「
児
童
扶
養
手
当
関
係
情
報
」

と
い
う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

2
 町
長

 
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

定
め
る
も
の

 

    地
方
税
法

(昭
和

2
5
年
法
律
第

2
2

6
号

)そ
の
他
の
地
方
税
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
条

例

の
規

定
に

よ
り

算
定

し
た

税

額
又

は
そ

の
算

定
の

基
礎

と

な
る
事
項
に
関
す
る
情
報

(以

下
「
地
方
税
関
係
情
報
」
と
い

う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

児
童
扶
養
手
当
法

(昭
和

3
6
年

法
律
第

2
3

8
号

)に
規
定
す
る

事
項

に
関

す
る

情
報

(以
下

「
児
童
扶
養
手
当
関
係
情
報
」

と
い
う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

2
 町
長

 
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

14



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
5 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

児
童
福
祉
法

(昭
和

2
2
年
法
律

第
1

6
4
号

)に
よ
る
障
害
児
入

所
支
援
若
し
く
は
措
置

(同
法

第
2

7
条
第

1
項
第

3
号
の
措
置

を
い
う
。

)に
関
す
る
情
報
又

は
身
体
障
害
者
福
祉
法

(昭
和

2
4
年
法
律
第

2
8

3
号

)に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関

す
る
法
律

(昭
和

2
5
年
法
律
第

1
2

3
号

)に
よ
る
精
神
障
害
者

保
健

福
祉

手
帳

若
し

く
は

知

的
障
害
者
福
祉
法

(昭
和

3
5
年

法
律
第

3
7
号

)に
い
う
知
的
障

害
者

に
関

す
る

情
報

(以
下

「
障

害
者

関
係

情
報

」
と

い

う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

児
童

手
当

法
に

規
定

す
る

事

項
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

特
別

児
童

扶
養

手
当

等
の

支

給
に
関
す
る
法
律

(昭
和

3
9
年

法
律
第

1
3

4
号

)そ
の
他
の
法

令
に

よ
る

障
害

を
有

す
る

者

児
童
福
祉
法

(昭
和

2
2
年
法
律

第
1

6
4
号

)に
よ
る
障
害
児
入

所
支
援
若
し
く
は
措
置

(同
法

第
2

7
条
第

1
項
第

3
号
の
措
置

を
い
う
。

)に
関
す
る
情
報
又

は
身
体
障
害
者
福
祉
法

(昭
和

2
4
年
法
律
第

2
8

3
号

)に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関

す
る
法
律

(昭
和

2
5
年
法
律
第

1
2

3
号

)に
よ
る
精
神
障
害
者

保
健

福
祉

手
帳

若
し

く
は

知

的
障
害
者
福
祉
法

(昭
和

3
5
年

法
律
第

3
7
号

)に
い
う
知
的
障

害
者

に
関

す
る

情
報

(以
下

「
障

害
者

関
係

情
報

」
と

い

う
。

)で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

児
童

手
当

法
に

規
定

す
る

事

項
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

特
別

児
童

扶
養

手
当

等
の

支

給
に
関
す
る
法
律

(昭
和

3
9
年

法
律
第

1
3

4
号

)そ
の
他
の
法

令
に

よ
る

障
害

を
有

す
る

者

15



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
6 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

に
対

す
る

手
当

の
支

給
に

関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規
則

で

定
め
る
も
の

 

3
 町
長

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

4
 町
長

 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律

(平
成

1
7
年

法
律
第

1
2

3
号

)に
よ
る
自
立

支
援
給
付
の
支
給
又
は
地
域

生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す

る
た
め
の
法
律
第

7
条
に
規
定

す
る

他
の

法
令

の
規

定
に

よ

り
行

わ
れ

る
給

付
の

支
給

に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
規

則

で
定
め
る
も
の

 

5
 町
長

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等

の
措
置
又
は
費
用
の
徴
収
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

に
対

す
る

手
当

の
支

給
に

関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規
則

で

定
め
る
も
の

 

3
 町
長

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

4
 町
長

 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律

(平
成

1
7
年

法
律
第

1
2

3
号

)に
よ
る
自
立

支
援
給
付
の
支
給
又
は
地
域

生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す

る
た
め
の
法
律
第

7
条
に
規
定

す
る

他
の

法
令

の
規

定
に

よ

り
行

わ
れ

る
給

付
の

支
給

に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
規

則

で
定
め
る
も
の

 

5
 町
長

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等

の
措
置
又
は
費
用
の
徴
収
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

16



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
7 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

で
定
め
る
も
の

 

6
 町
長

 
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等

の
措
置
又
は
費
用
の
徴
収
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

7
 町
長

 
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障
害
児

通
所
給
付
費
、
特
例
障
害
児

通
所
給
付
費
、
高
額
障
害
児

通
所
給
付
費
、
肢
体
不
自
由

児
通
所
医
療
費
、
障
害
児
相

談
支
援
給
付
費
又
は
特
例
障

害
児
相
談
支
援
給
付
費
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

児
童
福
祉
法
第

2
1
条
の

5
の

3

0
に
規
定
す
る
他
の
法
令
に
よ

る
給

付
の

支
給

に
関

す
る

情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

8
 町
長

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
障

害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特

別
障
害
者
手
当
又
は
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

(昭
和

6
0
年
法
律
第

3
4

号
)附

則
第

9
7
条
第

1
項
の
福

祉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

で
定
め
る
も
の

 

6
 町
長

 
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等

の
措
置
又
は
費
用
の
徴
収
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

7
 町
長

 
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障
害
児

通
所
給
付
費
、
特
例
障
害
児

通
所
給
付
費
、
高
額
障
害
児

通
所
給
付
費
、
肢
体
不
自
由

児
通
所
医
療
費
、
障
害
児
相

談
支
援
給
付
費
又
は
特
例
障

害
児
相
談
支
援
給
付
費
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

児
童
福
祉
法
第

2
1
条
の

5
の

3

0
に
規
定
す
る
他
の
法
令
に
よ

る
給

付
の

支
給

に
関

す
る

情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

8
 町
長

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
障

害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特

別
障
害
者
手
当
又
は
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

(昭
和

6
0
年
法
律
第

3
4

号
)附

則
第

9
7
条
第

1
項
の
福

祉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

17



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
8 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

務
の
う
ち
、
和
歌
山
県
の
事

務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
(平

成
1

1
年
和
歌
山
県
条

例
第

3
8
号

)の
規
定
に
よ
り

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

9
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
給
付
条
例
に
よ
る
医

療
費
の
給
付
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
0
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
子
ど
も
医
療
費

給
付
条
例
に
よ
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
1
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
重
度
心
身
障
害

児
者
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
2
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
老
人
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
に
関
す

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

務
の
う
ち
、
和
歌
山
県
の
事

務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
(平

成
1

1
年
和
歌
山
県
条

例
第

3
8
号

)の
規
定
に
よ
り

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

9
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
給
付
条
例
に
よ
る
医

療
費
の
給
付
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
0
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
子
ど
も
医
療
費

給
付
条
例
に
よ
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
1
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
重
度
心
身
障
害

児
者
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
2
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
老
人
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
に
関
す

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

18



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 
9 

- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

る
医
療
費
の
給
付
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
3
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
助
成
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
予
防
接
種
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

重
度

心
身

障
害

児
者

関
係

情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

1
4
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
一
般
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
実
施
要
綱
に
よ

る
助
成
金
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
5
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
紙
お
む
つ
等
支

給
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
紙

お
む
つ
等
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
6
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
法
人

等
に
よ
る
生
計
困
難
者
に
対

す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
制

度
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
利

用
者
負
担
額
軽
減
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

る
医
療
費
の
給
付
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
3
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
助
成
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
予
防
接
種
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

重
度

心
身

障
害

児
者

関
係

情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

1
4
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
一
般
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
実
施
要
綱
に
よ

る
助
成
金
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
5
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
紙
お
む
つ
等
支

給
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
紙

お
む
つ
等
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
6
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
法
人

等
に
よ
る
生
計
困
難
者
に
対

す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
制

度
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
利

用
者
負
担
額
軽
減
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の
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か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 1
0
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

1
7
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
介
護
保
険
料
減

免
に
関
す
る
要
綱
に
よ
る
保

険
料
減
免
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
8
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
町
営
住
宅
の
管
理
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
9
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
定
住
促
進
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
に
よ
る
定
住
促
進
住
宅

の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

2
0
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
宅
の
管
理
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

2
1
 町
長

 
地
方
税
法
そ
の
他
の
地
方
税

に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
ら

の
法
律
に
基
づ
く
条
例
に
よ

る
地
方
税
の
賦
課
徴
収
に
関

住
民

票
関

係
情

報
又

は
住

登

外
者

宛
名

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

障
害

者
関

係
情

報
で

あ
っ

て

1
7
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
介
護
保
険
料
減

免
に
関
す
る
要
綱
に
よ
る
保

険
料
減
免
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
8
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
町
営
住
宅
の
管
理
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

1
9
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
定
住
促
進
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
に
よ
る
定
住
促
進
住
宅

の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

2
0
 町
長

 
か
つ
ら
ぎ
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
宅
の
管
理
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の

 

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

2
1
 町
長

 
地
方
税
法
そ
の
他
の
地
方
税

に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
ら

の
法
律
に
基
づ
く
条
例
に
よ

る
地
方
税
の
賦
課
徴
収
に
関

住
民

票
関

係
情

報
で

あ
っ

て

規
則
で
定
め
る
も
の

 

 障
害

者
関

係
情

報
で

あ
っ

て

20



 

か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 1
1
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

規
則
で
定
め
る
も
の

 

国
民
健
康
保
険
法

(昭
和

3
3
年

法
律
第

1
9

2
号

)又
は
高
齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法

律
(昭

和
5

7
年

法
律
第

8
0
号

)

に
よ

る
医

療
に

関
す

る
給

付

の
支

給
又

は
保

険
料

の
徴

収

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

介
護

保
険

法
(平

成
9
年

法
律

第
1

2
3
号

)に
よ
る
保
険
給
付

の
支
給
、
地
域
支
援
事
業
の
実

施
若

し
く

は
保

険
料

の
徴

収

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

2
2
 町
長

 
住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理
機

能
に
よ
る
住
登
外
者
の
情
報

の
管
理
に
関
す
る
事
務

 

住
民
票
関
係
情
報
 

2
3
 教
育
委
員
会

 
住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理
機

能
に
よ
る
住
登
外
者
の
情
報

の
管
理
に
関
す
る
事
務

 

住
民
票
関
係
情
報
 

 

す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の

 

規
則
で
定
め
る
も
の

 

国
民
健
康
保
険
法

(昭
和

3
3
年

法
律
第

1
9

2
号

)又
は
高
齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法

律
(昭

和
5

7
年

法
律
第

8
0
号

)

に
よ

る
医

療
に

関
す

る
給

付

の
支

給
又

は
保

険
料

の
徴

収

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

介
護

保
険

法
(平

成
9
年

法
律

第
1

2
3
号

)に
よ
る
保
険
給
付

の
支
給
、
地
域
支
援
事
業
の
実

施
若

し
く

は
保

険
料

の
徴

収

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 
 

別
表
第

3
(第

5
条
関
係

) 
別
表
第

3
(第

5
条
関
係

) 

情
報
照
会
機
関

 
事
務

 
情
報
提
供
機
関

 
特
定
個
人
情
報

 

1
 教
育
委
員
会

 
か

つ
ら

ぎ
町

要
保

護
及

び
準

要
保

護

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

情
報
照
会
機
関

 
事
務

 
情
報
提
供
機
関

 
特
定
個
人
情
報

 

1
 教
育
委
員
会

 
か

つ
ら

ぎ
町

要
保

護
及

び
準

要
保

護

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め
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か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 1
2
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

児
童

生
徒

就
学

援

助
費

交
付

要
綱

に

よ
る

就
学

援
助

費

の
交

付
に

関
す

る

事
務

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

児
童

扶
養

手
当

関
係

情
報

で
あ

っ
て

規
則

で
定
め
る
も
の

 

2
 教
育
委
員
会

 
か

つ
ら

ぎ
町

特
別

支
援

教
育

就
学

奨

励
費

交
付

要
綱

に

よ
る

就
学

奨
励

費

の
交

付
に

関
す

る

事
務

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

3
 教
育
委
員
会

 
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
補

助
金

交

付
規

則
に

よ
る

補

助
金

の
交

付
に

関

す
る

事
務

で
あ

っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

4
 教
育
委
員
会

 
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法

(平
成

2
4
年
法

律
第

6
5
号

)に
よ
る

子
ど

も
の

た
め

の

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

児
童

生
徒

就
学

援

助
費

交
付

要
綱

に

よ
る

就
学

援
助

費

の
交

付
に

関
す

る

事
務

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

児
童

扶
養

手
当

関
係

情
報

で
あ

っ
て

規
則

で
定
め
る
も
の

 

2
 教
育
委
員
会

 
か

つ
ら

ぎ
町

特
別

支
援

教
育

就
学

奨

励
費

交
付

要
綱

に

よ
る

就
学

奨
励

費

の
交

付
に

関
す

る

事
務

で
あ

っ
て

規

則
で
定
め
る
も
の

 

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

3
 教
育
委
員
会

 
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
補

助
金

交

付
規

則
に

よ
る

補

助
金

の
交

付
に

関

す
る

事
務

で
あ

っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

4
 教
育
委
員
会

 
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法

(平
成

2
4
年
法

律
第

6
5
号

)に
よ
る

子
ど

も
の

た
め

の

町
長

 
住

民
票

関
係

情
報

で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

地
方

税
関

係
情

報
で
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か
つ
ら
ぎ
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
 -
 1
3
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

教
育
・
保
育
に
関
す

る
事

務
で

あ
っ

て

規
則

で
定

め
る

も

の
 

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の

 

5
 教
育
委
員
会

 
住
登
外
者
宛
名
番

号
管
理
機
能
に
よ

る
住
登
外
者
の
情

報
の
管
理
に
関
す

る
事
務
 

町
長

 
住
登
外
者
宛
名
情
報

 

 

教
育
・
保
育
に
関
す

る
事

務
で

あ
っ

て

規
則

で
定

め
る

も

の
 

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る
も
の
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議 案 参 考 資 料

（令和７年第１回定例会９月会議）

　　　の意向確認及び聴取した意向への配慮を行います。

　施行期日：令和７年１０月１日

　　①部分休業の取得可能時間の柔軟化

　　パターンを追加します。

　　③仕事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認

　　・妊娠・出産時や育児期の職員への面談等による両立支援制度の周知や制度利用・働き方

担当課（室）係

総務課　人事行政係

１．議案名

議案第１０５号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例
　　　　　　　　の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

　育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするため、地方公務員の育児

　　・勤務時間の始め又は終わりに限り取得可能としていた取扱いを廃止します。

　②部分休業の取得パターンの多様化

　・１年に１０日相当時間数の範囲内で１日当たりの上限時間数なく部分休業を取得できる

４．概要

休業等に関する法律の一部改正が行われました。

３．趣旨・目的

　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、部分休業制度の拡充をする

ため、所要の改正を行おうとするものです。
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部
分
休
業
の
拡
充

 

【
改
正
後
】
 

※
(1

)ま
た
は

(
2)
の
い
ず
れ
か
を
選
択
可
能
 

(1
)
１
号
部
分
休
業
 

 
勤
務
時
間
に
お
い
て
３
０
分
を
単
位
と
し
て
１
日
に
つ
き
２
時
間
の
範
囲
内
で
勤
務

し
な
い
こ
と
。
 

・
勤
務
時
間
の
始
め
に
取
得
 

２
時
間
部
分
休
業
 

勤
務
時
間
 

・
勤
務
時
間
の
終
わ
り
に
取
得

 

勤
務
時
間
 

２
時
間
部
分
休
業
 

・
勤
務
時
間
の
始
め
と
終
わ
り
に
取
得
 

１
時
間
 

部
分
休
業
 

勤
務
時
間
 

１
時
間
 

部
分
休
業
 

・
勤
務
時
間
の
始
め
と
終
わ
り
以
外
で
の
取
得
 

勤
務
時
間
 

２
時
間
部
分
休
業
 

勤
務
時
間
 

 (2
)
２
号
部
分
休
業
 

 
１
年
に
つ
き
１
０
日
相
当
（
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
場
合
は
、
７
７
時
間
３
０
分
）
の
範

囲
内
で
勤
務
し
な
い
こ
と
。
 

・
１
日
で
取
得
 

１
日
部
分
休
業
 

・
１
時
間
で
取
得
 勤
務
時
間
 

３
時
間
部
分
休
業
 

【
改
正
前
】
 

  
部
分
休
業
 

勤
務
時
間
の
始
め
ま
た
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
３
０
分
を
単
位
と
し
て
１
日
に
つ
き
２

時
間
の
範
囲
内
で
勤
務
し
な
い
こ
と
。
 

・
勤
務
時
間
の
始
め
に
取
得
 

２
時
間
部
分
休
業
 

勤
務
時
間
 

・
勤
務
時
間
の
終
わ
り
に
取
得

 

勤
務
時
間
 

２
時
間
部
分
休
業
 

・
勤
務
時
間
の
始
め
と
終
わ
り
に
取
得
 

１
時
間
 

部
分
休
業
 

勤
務
時
間
 

１
時
間
 

部
分
休
業
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 -
 1
 -
 

 

（
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
５
号
 
参
考
資
料
】
 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 
新
旧
対
照
表

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

【
第
１
条
関
係
】

 
 

 
 

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 

(平
成

9
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
7
号

) 

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 

(平
成

9
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
7
号

) 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 

 
 

(介
護
休
暇

) 
(介

護
休
暇

) 

第
1

5
条

 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者

(配
偶
者

(届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

)、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者

(第
1

7
条
の

3
第

1
項
に
お

い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。

)で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
規
則
で
定
め

る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

)の
介
護
を
す
る
た
め
、
任
命
権
者
が
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継

続
す
る
状
態
ご
と
に
、

3
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て

6
月
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
指
定
す
る
期
間

(以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。

)内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。

 

第
1

5
条
 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者

(配
偶
者

(届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

)、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者

(第
1

7
条
の

2
第

1
項
に
お

い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。

)で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
規
則
で
定
め

る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

)の
介
護
を
す
る
た
め
、
任
命
権
者
が
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継

続
す
る
状
態
ご
と
に
、

3
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て

6
月
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
指
定
す
る
期
間

(以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。

)内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。

 

2
 

(略
) 

2
 

(略
) 

3
 

(略
) 

3
 

(略
) 
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 -
 2
 -
 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 

 
 

(妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 
（
新
設
）

 

第
1

7
条
の

2
 
任
命
権
者
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

1
9
年
か

つ
ら
ぎ
町
条
例
第

4
0
号
）
第

2
1
条
第

1
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
同

条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
出
職
員
」
と

い
う
。

)に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(1
) 

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(次
号
に
お

い
て
「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る

た
め
の
措
置

 

 

(2
) 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出

(以
下
「
請
求
等
」
と

い
う
。

)に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

 

 

(3
) 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第

2
1
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る

子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し

て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事

項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

 

 

2
 
任
命
権
者
は
、

3
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
対
象
職
員
」
と
い
う
。

)に
対
し
て
、
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(1
) 

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(次
号
に
お

い
て
「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る

た
め
の
措
置
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

 -
 3
 -
 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

(2
) 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置

 

 

(3
) 

対
象
職
員
の

3
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対

象
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す

る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

 

 

3
 
任
命
権
者
は
、
第

1
項
第

3
号
又
は
前
項
第

3
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た

事
項
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 
(配

偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 

第
1

7
条
の

3
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す

る
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
仕
事
と
介

護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介

護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介

護
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の

面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
1

7
条
の

2
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す

る
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
仕
事
と
介

護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介

護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介

護
両
立
支
援
制
度
等
の
申
告
、
請
求
又
は
申
出

(次
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と

い
う
。

)に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

2
 

(略
) 

2
 

(略
) 

 
(勤

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

) 
(勤

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

) 

第
1

7
条
の

4
 

(略
) 

第
1

7
条
の

3
 

(略
) 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 -
 1
 
- 

 

（
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
５
号
 
参
考
資
料
】
 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 
新
旧
対
照
表

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

【
第
２
条
関
係
】

 
 

 
 

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(平
成

1
9
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

4
0
号

) 
○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(平
成

1
9
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

4
0
号

) 

 
 

(趣
旨

) 
(趣

旨
) 

第
1
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(平
成

3
年
法

律
第

1
1

0
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。

)第
2
条
第

1
項
、
第

3
条
第

2
項
、

第
5
条
第

2
項
、
第

7
条
、
第

8
条
、
第

1
0
条
第

1
項
及
び
第

2
項
、
第

1
4
条
、
第

1
5

条
、
第

1
7
条
、
第

1
8
条
第

3
項
並
び
に
第

1
9
条
第

1
項
か
ら
第

3
項
ま
で
及
び
第

5

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

第
1
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(平
成

3
年
法

律
第

1
1

0
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。

)第
2
条
第

1
項
、
第

3
条
第

2
項
、

第
5
条
第

2
項
、
第

7
条
、
第

8
条
、
第

1
0
条
第

1
項
及
び
第

2
項
、
第

1
4
条
、
第

1
5

条
、
第

1
7
条
、
第

1
8
条
第

3
項
並
び
に
第

1
9
条
第

1
項
及
び
第

2
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 

 
 

(部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員

) 
(部

分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員

) 

第
1

7
条

 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職

員
と
す
る
。

 

第
1

7
条
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職

員
と
す
る
。

 

(1
) 

育
児
休
業
法
第

1
7
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

 
(1

) 
育
児
休
業
法
第

1
7
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

 

(2
) 

勤
務
日
の
日
数
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤

職
員

(地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の

4
第

1
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占

(2
) 

勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め

る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

(地
方
公
務
員
法
第

2
2
条
の

4
第

1
項
に
規
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 -
 2
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

め
る
職
員
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

) 
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

(以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
等
」
と
い
う
。

)を
除
く
。

) 

(第
1
号
部
分
休
業
の
承
認

) 
(部

分
休
業
の
承
認

) 

第
1

8
条

 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

1
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条

第
1
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業

(以
下
「
第

1
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。

)の
承
認
は
、

3
0
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

 

第
1

8
条
 
部
分
休
業

(育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
を
い
う
。

以
下
同
じ
。

)の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間

(非
常
勤
職
員

(定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

)に
あ
っ
て
は
、
当
該

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間

)の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い

て
、

3
0
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

 

2
 
労
働
基
準
法

(昭
和

2
2
年
法
律
第

4
9
号

)第
6

7
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

(以

下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。

)又
は
勤
務
時
間
条
例
第

1
5
条
の

2
第

1
項
の
規
定
に

よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す
る
第

1
号
部
分
休
業

の
承
認
に
つ
い
て
は
、
1
日
に
つ
き

2
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時

間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
越
え
な
い
範
囲
内
で

行
う
も
の
と
す
る
。

 

2
 
労
働
基
準
法

(昭
和

2
2
年
法
律
第

4
9
号

)第
6

7
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

(以

下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。

)又
は
勤
務
時
間
条
例
第

1
5
条
の

2
第

1
項
の
規
定
に

よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す
る
部
分
休
業
の
承

認
に
つ
い
て
は
、
1
日
に
つ
き

2
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
越
え
な
い
範
囲
内
で
行
う

も
の
と
す
る
。

 

3
 
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
第

1
号
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1
日
に
つ
き
、

当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て

1
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら

5
時
間

4
5

分
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

(当
該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律

(平
成

3
年
法
律
第

7
6
号

)第
6

1
条
の

2
第

2
0
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
を
す
る

た
め
の
時
間

(以
下
「
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
」
と
い
う
。

)の
承
認
を
受
け
て

勤
務
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、

2

時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
す
る
た
め
の
時
間
の
承
認
を
受
け
て

勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

)行
う
も
の
と
す
る
。

 

3
 
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1
日
に
つ
き
、
当
該
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て

1
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら

5
時
間

4
5
分
を
減

じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

(当
該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
育
児
休

業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

(平
成

3
年
法
律
第

7
6
号

) 
第

6
1
条
の

2
第

2
0
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
を
す
る
た
め

の
時
間

(以
下
「
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
」
と
い
う
。

)の
承
認
を
受
け
て
勤
務

し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、

2
時
間

か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
す
る
た
め
の
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務

し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

)行
う
も
の
と
す
る
。

 

 
(第

2
号
部
分
休
業
の
承
認

) 
(新

設
) 
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 -
 3
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

第
1

8
条
の

2
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

2
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る

同
条
第

1
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業

(以
下
「
第

2
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。

)の
承

認
は
、

1
時
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
第

2
号
部
分
休

業
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(1
) 

1
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き

 
当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数

 

(2
) 

第
2
号
部
分
休
業
の
残
時
間
数
に

1
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
当
該
残
時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

 
当
該
残

時
間
数

 

 

(育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
の
条
例
で
定
め
る

1
年
の
期
間

) 
(新

設
) 

第
1

8
条
の

3
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
の
条
例
で
定
め
る

1
年
の
期
間
は
、
毎
年

4
月

1
日
か
ら
翌
年

3
月

3
1
日
ま
で
と
す
る
。

 

 

(育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

2
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を
基
準
と
し

て
条
例
で
定
め
る
時
間

) 

(新
設

) 

第
1

8
条
の

4
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

2
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間

を
基
準
と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。

 

(1
) 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員

 
7

7
時
間

3
0
分

 

(2
) 

非
常
勤
職
員

 
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日

1
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数

に
1

0
を
乗
じ
て
得
た
時
間

 

 

 

(育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

3
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情

) 
(新

設
) 
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 -
 4
 
- 

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

第
1

8
条
の

5
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

3
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配

偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の

他
の
同
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

(以
下
「
第

3
項
変
更
」

と
い
う
。

)を
し
な
け
れ
ば
同
項
の
職
員
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で

の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
任
命
権
者
が
認
め
る
事
情
と
す
る
。

 

 

(部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い

) 
(部

分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い

) 

第
1

9
条
 
職
員

(会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

)が
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
に

規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
第

5
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い

1
時
間
に
つ

き
、
同
条
例
第

6
条
に
規
定
す
る
勤
務

1
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給

す
る
。

 

第
1

9
条
 
職
員

(会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

)が
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤

務
し
な
い
場
合
に
は
、
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
第

5
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い

1
時
間
に
つ
き
、
同
条
例
第

6
条
に
規
定
す
る
勤
務

1
時

間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。

 

2
 
（
略
）

 
2
 
（
略
）

 

(部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由

) 
(部

分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由

) 

第
2

0
条

 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

6
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第

5
条
第

2
項
の
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
職
員
が
第

3
項
変
更
を
し
た
と
き
と
す
る
。

 

第
2

0
条
 
第

1
3
条
の
規
定
は
、
部
分
休
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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議 案 参 考 資 料

（令和７年第１回定例会９月会議）

　条例第２条の表中から次の施設を削ります。

　児童遊園等（中飯降第１ちびっ子広場）の用途廃止に伴い、所要の改正を行おうとするもので
す。

担当課（室）係

こども未来課　青少年育成係

　（2）施行期日：令和７年１０月１日

名称

中飯降第１ちびっ子広場

位置

かつらぎ町大字中飯降１４８２番地の１

１．議案名

　　　　　　　　制定について

２．背景・経過

３．趣旨・目的

 中飯降第１ちびっ子広場について、地域の児童数が著しく減少し、利用もされていない

現状から、地域からの申出があり、その用途を廃止するものです。

議案第１０６号　かつらぎ町児童遊園等設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

４．概要

（1）名称及び位置
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か
つ
ら
ぎ
町
児
童
遊
園
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 -
 1
 -
 

 

（
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
６
号
 
参
考
資
料
】
 

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
遊
園
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
新
旧
対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
児
童
遊
園
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
児
童
遊
園
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 

（
令
和

7
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

1
9
号
）

 
（
令
和

7
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

1
9
号
）

 

 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
(省

 
 
 
 
 
略

) 

 
 

(名
称
及
び
位
置

) 
(名

称
及
び
位
置

) 

第
2
条
 
児
童
遊
園
等
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
第

2
条
 
児
童
遊
園
等
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

名
称

 
位
置

 

笠
田
東
第

1
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

2
1

8
番
地
の

5
 

笠
田
東
第

2
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

4
9

2
番
地
の

1
 

笠
田
東
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

6
0

1
番
地
の

1
 

丁
ノ
町
第

2
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町

7
7

5
番
地
の

8
 

丁
ノ
町
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町

9
0

2
番
地

 

妙
寺
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
妙
寺

2
4
2
番
地

 

西
飯
降
ち
び
っ
子
広
場

 

 

か
つ
ら
ぎ
町
大
字
西
飯
降

2
9

2
番
地
の

2
 

中
飯
降
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
中
飯
降

2
0
番
地
の

1
 

三
谷
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三
谷

6
3
1
番
地

 

兄
井
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
兄
井

4
7
5
番
地
の

2
 

新
城
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
新
城

2
4
2
番
地

 

名
称

 
位
置

 

笠
田
東
第

1
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

2
1

8
番
地
の

5
 

笠
田
東
第

2
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

4
9

2
番
地
の

1
 

笠
田
東
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東

6
0

1
番
地
の

1
 

丁
ノ
町
第

2
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町

7
7

5
番
地
の

8
 

丁
ノ
町
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町

9
0

2
番
地

 

妙
寺
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
妙
寺

2
4
2
番
地

 

西
飯
降
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
西
飯
降

2
9

2
番
地
の

2
 

中
飯
降
第

1
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
中
飯
降

1
4

8
2
番
地
の

1
 

中
飯
降
第

3
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
中
飯
降

2
0
番
地
の

1
 

三
谷
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三
谷

6
3
1
番
地

 

兄
井
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
兄
井

4
7
5
番
地
の

2
 

新
城
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
新
城

2
4
2
番
地
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か
つ
ら
ぎ
町
児
童
遊
園
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 -
 2
 -
 

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

敷
地
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
梁
瀬

5
3

6
番
地

 

高
田
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
高
田

2
3
番
地
の

2
 

柏
木
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
柏
木

3
0
5
番
地
の

1
 

清
滝
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
梁
瀬

1
5

3
4
番
地
の

2
 

北
寺
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
北
寺

1
0

4
番
地

 
 

敷
地
ち
び
っ
子
広
場

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
梁
瀬

5
3

6
番
地

 

高
田
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
高
田

2
3
番
地
の

2
 

柏
木
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
柏
木

3
0
5
番
地
の

1
 

清
滝
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
梁
瀬

1
5

3
4
番
地
の

2
 

北
寺
児
童
公
園

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
花
園
北
寺

1
0

4
番
地

 
 

 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
(省

 
 
 
 
 
略

) 
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　中飯降第１ちびっ子広場

1.位置図

2.写真

中飯降第1ちびっ子広場

京奈和自動車道
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） こども未来課　子育て支援係

います。

　「第３３条の１０各号」を「第３３条の１０第１項各号」に改正する条例の整備を行

　保育所等における虐待等の不適切事案が相次いでいることから、通報義務の対象とな

正を行おうとするものです。

４．概要

　児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例を整備するため、所要の改

　施行期日：令和７年１０月１日

１．議案名

議案第１０７号　かつらぎ町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
　　　　　　　　る基準を定める条例等の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

３．趣旨・目的

　る施設及び事業を追加するため児童福祉法等の一部が改正されました。
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か
つ
ら
ぎ
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

 -
 1
 -
 

（
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
７
号
 
参
考
資
料
】
 

か
つ
ら
ぎ
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

 
新
旧
対
照
表

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

【
第
１
条
関
係
】

 

 ○
か
つ
ら
ぎ
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

 

る
基
準
を
定
め
る
条
例

(平
成

2
6
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
8
号

) 

  ○
か
つ
ら
ぎ
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

 

る
基
準
を
定
め
る
条
例

(平
成

2
6
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
8
号

) 

 

(省
 
 
 
 
 
略

) 

 

(省
 
 
 
 
 
略

) 

(虐
待
等
の
禁
止

) 
(虐

待
等
の
禁
止

) 

第
2

5
条

 
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
は
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
に
対

し
、
児
童
福
祉
法
第

3
3
条
の

1
0
第

1
項
各
号

(幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
に
あ
っ
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第

2
7
条
の

2
第

1
項
各
号
、
幼
稚
園
で
あ
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
に
あ
っ
て
は
、
学
校

教
育
法
第

2
8
条
第

2
項
に
お
い
て
準
用
す
る
認
定
こ
ど
も
園
法
第

2
7
条
の

2
第

1

項
各
号

)に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
の
心
身
に

有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

第
2

5
条
 
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
は
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
に
対

し
、
児
童
福
祉
法
第

3
3
条
の

1
0
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
教
育
・
保
育

給
付
認
定
子
ど
も
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

    

 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
(省

 
 
 
 
 
略

) 
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か
つ
ら
ぎ
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

 -
 1
 -
 

 

（
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
７
号
 
参
考
資
料
】
 

か
つ
ら
ぎ
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

 
新
旧
対
照
表

 

改
 
正

 
後

 
改
 
正
 
前

 

【
第
２
条
関
係
】

 

 ○
か
つ
ら
ぎ
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

 

定
め
る
条
例

(平
成

2
6
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
9
号

) 

  ○
か
つ
ら
ぎ
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

 

定
め
る
条
例

(平
成

2
6
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

2
9
号

) 

 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
(省

 
 
 
 
 
略

) 

 
 

(虐
待
等
の
禁
止

) 
(虐

待
等
の
禁
止

) 

第
1

2
条

 
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
の
職
員
は
、
利
用
者
に
対
し
、
法
第

3
3

条
の

1
0
第

1
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
利
用
者
の
心
身
に
有
害
な
影

響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

第
1

2
条

 
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
の
職
員
は
、
利
用
者
に
対
し
、
法
第

3
3

条
の

1
0
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
利
用
者
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与

え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
(省

 
 
 
 
 
略

) 
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か
つ
ら
ぎ
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

 -
 1
 -
 

 （
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
）

 

【
議
案
第
１
０
７
号
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 管財課　管財契約係

　下志賀地区飲料水供給施設浄水場新設工事の契約締結にあたり、契約の内容、方法、
金額、相手先等が妥当であるかについて、議会の議決を求めるものです。

４．概要

　設計金額が７，０００万円以上２億円未満の土木工事となりますので、かつらぎ町建
設工事及び委託業務請負業者選定規程並びにかつらぎ町建設工事制限付一般競争入札実
施要綱に基づき、町内土木業者を対象とした制限付一般競争入札を行いました。
　４社応札があり、入札金額１２６，５０４，４００円（税込額）で落札者を決定しま
した。
契約金額　１２６，５０４，４００円（税込額）

令和７年９月　議会議決、工事着工
令和８年３月　工事完了
　

１．議案名

議案第１０８号　工事請負契約の締結について

２．背景・経過

　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条において、地
方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決に付さなければならない契約
は、予定価格５０，０００，０００円以上の工事又は製造の請負とされており、議決を
求めるものです。

３．趣旨・目的

　契約の締結は、予算の執行に関する事項であるので長の権限に属しますが、特に重要
な契約の締結については、長のみに委ねず議会もその決定に参与するものとされていま
す。
　その趣旨は、住民の利害に与える影響が特に大きい契約について、一般の契約が受け
る法的規制の上にさらに制約を加え、また住民の意思を反映させようとするものです。
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１． 工事年度 令和７年度

２． 事業名 水道未普及地域解消事業

３． 工事名 下志賀地区飲料水供給施設浄水場新設工事

４． 工事場所 伊都郡かつらぎ町大字　　志賀　　地内

５． 予定価格 １３６，３７８，０００円（税込額）

６． 最低制限価格 １２５，７５３，１００円（税込額）

７． 契約金額 １２６，５０４，４００円（税込額）

住　　　　　　　所
入札金額
（税込額）

かつらぎ町大字星山49番地 126,504,400円

かつらぎ町大字教良寺591番地 133,650,000円

かつらぎ町大字兄井118番地の2 125,252,600円

かつらぎ町大字丁ノ町2237番7 132,422,400円㈱紀北環境衛生センター 田中　崇惠

㈱共栄産業

㈱平岡広建設 平岡　昌高

西　好幸

森下　満有子

制限付一般競争入札　業者名

代表者業　　者　　名

㈱西組
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下志賀地区飲料水供給施設浄水場新設工事 概要 

 

工事年度    ：令和 ７ 年度  

事 業 名    ：水道未普及地域解消事業 

工 事 名    ：下志賀地区飲料水供給施設浄水場新設工事 

工事場所：かつらぎ町大字 志賀 地内 

工  期：令和７年９月（議会議決後）～令和８年３月 

工事内容： 

１.原水槽築造工事 

  原水槽工事 鉄筋コンクリート造 １５㎥ ２池 

２.浄水場設備工事 

  ろ過装置  膜ろ過 ２６．１㎥/日 １基 

  原水ポンプ 浅井戸用インバータポンプ ２台 

  配水ポンプ 給水ユニット ２台 

３.場内配管工事 

  設備及び施設間の配管 

４.舗装工事 

   コンクリート舗装、アスファルト舗装 
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位 置 図
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 管財課　管財契約係

４．概要

１．議案名

議案第１０９号　工事請負契約の締結について

２．背景・経過

　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条において、地
方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決に付さなければならない契約
は、予定価格５０，０００，０００円以上の工事又は製造の請負とされており、議決を
求めるものです。

３．趣旨・目的

　契約の締結は、予算の執行に関する事項であるので長の権限に属しますが、特に重要
な契約の締結については、長のみに委ねず議会もその決定に参与するものとされていま
す。
　その趣旨は、住民の利害に与える影響が特に大きい契約について、一般の契約が受け
る法的規制の上にさらに制約を加え、また住民の意思を反映させようとするものです。

　かつらぎ町建設工事分離発注要領に基づき、町内中小事業者の受注機会が確保される
ように、分離発注方式を採用するものとし、建築工事、電気設備工事、機械設備工事の
３つの専門工事に分けて入札を行いました。

　建築工事につきましては、設計金額が２億円以上の建築工事となりますので、かつら
ぎ町建設工事及び委託業務請負業者選定規程に基づき、町内建築業者及び施工実績のあ
る町外建築業者を対象とした指名競争入札を行いました。

　６社応札があり、入札金額３９３，３６０，０００円（税込額）で落札者を決定しま
した。
　
　電気設備工事及び機械設備工事につきましては、予定価格が５０，０００，０００円
未満であり、議会の議決を要しないもので、かつらぎ町建設工事及び委託業務請負業者
選定規程に基づき、指名競争入札を行いました。
　
　建築工事　　　　３９３，３６０，０００円（税込額）
　電気設備工事　　　４４，９５８，１００円（税込額）
　機械設備工事　　　３４，０８１，３００円（税込額）
　総契約金額　　　４７２，３９９，４００円（税込額）
　
　令和７年９月　議会議決、工事着工
　令和８年３月　工事完了

　妙寺団地第４期建替建築工事（５号館）の契約締結にあたり、契約の内容、方法、金
額、相手先等が妥当であるかについて、議会の議決を求めるものです。
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１． 工事年度 令和７年度

２． 事業名 妙寺団地建替事業

３． 工事名 妙寺団地第４期建替建築工事（５号館）

４． 工事場所 伊都郡かつらぎ町大字　　丁ノ町　　地内

５． 予定価格 ４２４，２０４，０００円（税込額）

６． 最低制限価格 ３８９，８７６，３００円（税込額）

７． 契約金額 ３９３，３６０，０００円（税込額）

住　　　　　　　所
入札金額
（税込額）

かつらぎ町大字新田52番地 424,215,000円

かつらぎ町大字丁ノ町
2325番地の1 393,360,000円

かつらぎ町大字星山49番地 辞退

かつらぎ町大字教良寺591番地 辞退

かつらぎ町大字兄井
118番地の2 辞退

和歌山県和歌山市湊二丁目
12番27号 402,985,000円

和歌山県有田市初島町浜
1071番地 辞退

和歌山県有田郡有田川町
大字小島313番地9 423,500,000円

和歌山県有田市辻󠄀堂446番地 398,750,000円

和歌山県有田郡湯浅町
大字湯浅1429番地 394,168,500円

和歌山県有田郡湯浅町
大字湯浅2512番地 辞退

矢部　昌俊

嶋田　英展

三友工業㈱

㈱初島組

北畑　貴行

森下　昌幸

㈱木村組

指名競争入札　業者名

代表者業　　者　　名

木村　和生

㈱天野組

㈱平岡広建設

㈱西組

㈱共栄産業

平岡　昌高

西　好幸

森下　満有子

酒井　雄亮

中平　孝治

中井　崇義㈱中井組

㈱ケイズ

㈱保田組

中平建設㈱
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妙寺団地第４期建替建築工事（５号館）概要   

                         

工事年度 令和７年度 

事 業 名 妙寺団地建替事業  

工 事 名 妙寺団地第４期建替建築工事（５号館） 

工事場所 伊都郡かつらぎ町大字 丁ノ町 地内  

工  期 令和７年９月(議会議決後) ～ 令和８年３月  

  

建物の概要 

 用  途 公営住宅  

 工事種別 新築工事  

 構  造 鉄筋コンクリート造 3階建 

  

 延床面積 1階床面積 344.47m2     敷地面積 1,680.62m2 

            2階床面積 290.40m2   

            3階床面積 293.40m2  

総計  928.27m2  

        

工事内容 

  躯体工事    鉄筋コンクリート 

屋根工事    ガルバリウム鋼板葺き 

外壁工事    防水型吹付塗装 

内部工事    床：畳、長尺シート 

壁：ビニールクロス 

天井：ビニールクロス 

     外構工事    アスファルト舗装等 

     昇降機設備工事 エレベーター設置 

                

 ●住宅の間取り 

  3DK(和室 1室、洋室 2室、DK1室)  3戸  

  2DK(和室 1室、洋室 1室、DK1室) 9戸   

  1DK(洋室 1室、DK1室)  3戸         

 

  別添 参考図面 

      配置図、平面図、立面図、完成イメージ図 
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 危機管理課　防災係

１．議案名

　議案第１１０号　物品売買契約の締結について

２．背景・経過

３．趣旨・目的

　災害用トイレカーの契約締結にあたり、契約の内容、方法、金額、相手先等が妥当で
あるかについて、議会の議決を求めるものです。

１．財産の名称及び数量　　　災害用トイレカー　４台

２．契約金額　　　　　　　　１８，０９６，０００円（税込額）

３．契約の相手方　　　　　　愛知県尾張旭市北本地ヶ原町１丁目８５番地
　　　　　　　　　　　　　　ケーイング株式会社　代表取締役　近藤　浩二

４．採点結果　　　　　　　　Ａ社　３７５点／５００点（最高得点者）
　　　　　　　　　　　　　　Ｂ社　３６１点／５００点

５．スケジュール　　　　　　令和７年９月　議会議決、物品発注
　　　　　　　　　　　　　　令和８年３月　納品完了

　かつらぎ町では、大規模災害発生による停電や断水、設備の破損等において、トイレ
が使用できなくなる事態に備え、衛生的で快適なトイレ環境を確保する必要があるた
め、災害用トイレカーを４台購入します。
　業者の選定にあたっては、令和７年７月１６日かつらぎ町災害用トイレカー購入事業
プロポーザル審査委員会を開催しました。本プロポーザルには２社から提案があり、審
査の結果、優先交渉事業者を選定しました。

　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条において、地
方自治法第９６条第１項第８号の規定により議会の議決に付さなければならない財産の
取得又は処分は、予定価格１０，０００，０００円以上の不動産若しくは動産の買入れ
若しくは売払い(土地については、１件５，０００平方メートル以上のものに係るものに
限る。)又は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは売払いとするとされており、議決を
求めるものです。

４．概要

　契約の締結は、予算の執行に関する事項であるので長の権限に属しますが、特に重要
な契約の締結については、長のみに委ねず議会もその決定に参与するものとされていま
す。
　その趣旨は、住民の利害に与える影響が特に大きい契約について、一般の契約が受け
る法的規制の上にさらに制約を加え、また住民の意思を反映させようとするものです。
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災害用トイレカー資料 
 

 災害用トイレカーの車両は道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）及

び道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に適合した車両で

ある。 

 トイレ設備については、道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第５７条 

（乗車又は積載の制限）、道路交通法施行令（昭和３５年政令第２７０号）第

２２条（自動車の積載制限）を遵守したものである。 

 

 

１．車種（スズキ キャリー） 

  ・排気量：６６０ｃｃ 

  ・オートマチックトランスミッション（ＡＴ） 

  ・４ＷＤ 

  ・乗車定員:２名 

  ・最大積載量：３５０ｋｇ 

  ・スペアタイヤ（ジャッキ含む） 

  ・エアコン 

  ・ラジオ（ＡＭ・ＦＭ） 

  ・パワーステアリング 

  ・フロアマット 

  ・ドアバイザー 

 

２．トイレ設備 

  ・個室トイレ室２（男女別） 

  ・洋式簡易水洗トイレ 

  ・臭い逆流防止機能（フラッパー機能） 

  ・手洗い設備 

  ・化粧鏡 

  ・トイレットペーパーホルダー 

  ・物品収納庫 

  ・扉２重ロック付開き戸 

  ・照明設備 

  ・換気設備 
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  ・衣類掛けフック 

・扉入口に女性用・男性用の表記 

  ・ベースジャッキ ４本 

 

３．給水設備 

  ・タンク容量:約８６Ｌ（１室あたり約４３Ｌ） 

  ※ホース・ポリタンクで直接給水が可能 

 

４．排水設備 

  ・タンク容量:約３８０Ｌ（１室あたり約１９０Ｌ） 

  ※バキュームカーにより汚水が回収できる構造 

  ※下水ホースを取付けて、直接、下水道に汚水を排出できる構造 

 

５．電源設備 

  ・自家発電機又は外部電源に接続可能 

 

６．昇降設備 

  ・手摺り、階段（車両側面両側へ１基 計２基） 走行時格納 

    

 

57



ケ
ー

イ
ン

グ
株

式
会

社
移

動
式

ト
イ

レ

近
藤

平
面

図
　

S
=
1
/
1
0

汲
み

取
り

排
出

口

簡
易

洋
式

用
ト

イ
レ

水
タ

ン
ク

給
水

ポ
ン

プ
/
足

踏
み

式

汲
み

取
り

排
出

口

簡
易

洋
式

用
ト

イ
レ

水
タ

ン
ク

給
水

ポ
ン

プ
/足

踏
み

式

ポ
ー

タ
ブ

ル
洗

面
台

容
量

：
約

43
L

寸
法

：
W
98

0×
D
41

0×
H
45

0

ポ
ー

タ
ブ

ル
洗

面
台

容
量

：
約

4
3L

寸
法

：
W9

80
×

D
41

0×
H
45

0

1
,
4
0
0

（
シ

ェ
ル

全
幅

）

1,780

1
,
4
0
0

657

2,437

1
,
4
7
5

S

S

（
シ

ェ
ル

全
幅

）

（
車

体
全

幅
）

901,000901,00090

1,940 330

2,270
（シェル全長）

製
図

現
場

代
理

人

58



ケ
ー
イ
ン
グ
株
式
会
社

移
動
式
ト
イ
レ

200

450

630

2
,
2
7
0

1,780 450

2
,
2
7
0

170 170

1
,
4
0
0

近
藤

1,780 657

600600

630

2
,
2
7
0

1
,
9
4
0

（ベース台）（ジャッキ）

200

製
図

現
場
代
理
人

59

kr7331
四角形

kr7331
スタンプ

kr7331
多角形



議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和７年第１回定例会９月会議） 管財課　管財契約係

　消防団の小型動力ポンプ積載車の経年による老朽化や故障による消防活動への影響を
鑑み、小型動力ポンプ積載車を購入します。
　かつらぎ町物品購入等の競争入札参加者の資格等に関する要綱に基づき、小型動力ポ
ンプ積載車の取扱いがある県内の業者４社を選定し、指名競争入札を行いました。
　２社応札があり、入札金額１６，７３４，８００円（税込額）で落札者が決定しまし
た。

　購入台数
　・小型動力ポンプ積載車　５台

　契約金額　１６，７３４，８００円（税込額）

　令和７年９月　議会議決、物品発注
　令和８年３月　納品完了
　

　小型動力ポンプ積載車の契約締結にあたり、契約の内容、方法、金額、相手先等が妥
当であるかについて、議会の議決を求めるものです。

４．概要

１．議案名

　議案第１１１号　物品売買契約の締結について

２．背景・経過

　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条において、地
方自治法第９６条第１項第８号の規定により議会の議決に付さなければならない財産の
取得又は処分は、予定価格１０，０００，０００円以上の不動産若しくは動産の買入れ
若しくは売払い(土地については、１件５，０００平方メートル以上のものに係るものに
限る。)又は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは売払いとするとされており、議決を
求めるものです。

３．趣旨・目的

　契約の締結は、予算の執行に関する事項であるので長の権限に属しますが、特に重要
な契約の締結については、長のみに委ねず議会もその決定に参与するものとされていま
す。
　その趣旨は、住民の利害に与える影響が特に大きい契約について、一般の契約が受け
る法的規制の上にさらに制約を加え、また住民の意思を反映させようとするものです。
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１． 事業年度

２． 購入物品名

３． 契約金額

代表者 住　　　　　　　所
入札金額
（税込額）

森田　稔幸
和歌山県和歌山市西浜
８９２番地 16,734,800円

久保　秀喜
和歌山県橋本市高野口町
名古曽２９６－４ 辞退

佐山　登志喜
和歌山県橋本市神野々
５６６－６ 辞退

寺下　元浩
和歌山県橋本市高野口町
大野２１２番地１ 17,037,383円

指名競争入札　業者名

令和７年度

小型動力ポンプ積載車

１６，７３４，８００円（税込額）

トヨタカローラ和歌山㈱
橋本店

和歌山トヨタ自動車㈱
高野口店

和歌山三菱自動車販売㈱
高野口店

業　　　者　　　名

㈱スズキ自販和歌山
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小型動力ポンプ積載車資料 

 

小型動力ポンプ積載車は、道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）及び道路運送車両の保

安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に適合し、緊急自動車として承認を得られるものである。 

 

１．配備先 

第１分団第５部（新田）、第３分団第３部（笠田中）、第４分団第４部（平）、 

第５分団第２部（山崎）、第６分団第４部（四邑） 

 

２．車種 

二人乗り軽四輪貨物車で、排気量６６０㏄クラスガソリンエンジン、４ＷＤ、マニュアルミッ 

ション、パワーステアリング、エアコン、エンジン出力４３馬力以上を標準装備。 

 

３．車両のぎ装等 

・警報・警光装置 

・照明設備等 

・ガードフレーム 

・小型動力ポンプ引出レール 

・ホース受け 

・消火器 

・吸管収納器具 

・とび口収納器具 

・菅鎗立て 

・剣先スコップ収納器具 

・消火栓開閉金具収能器具 

・工具等物入れ収納器具 

・メス金具の保持器具 
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小型動力ポンプ積載車イメージ図（参考：令和６年度購入） 
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